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地域福祉体制の整備
について

第５次富士宮市総合計画後期基本計画の基本目標３の政策４
で「地域で支えあいやさしい心を育むまち」とある。近年の災
害状況などを考えると、自助・公助・共助だけでなく近助の必
要性が注目されている。富士宮市では各自治会において寄り合
い処を開催しており、地域交流の活性化を図っている。そこで
以下伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

　現在の寄り合い処の開催状況はどうか。

　相談等について。

　開催内容について。

　参加者の増減について。

　開催の継続について。

　寄り合い処の今後について。

物価高騰に対する市
のこれからの対応につ
いて

原油価格高騰などの影響を受けて、電気代や食料品などの価
格が値上がりし、市民の生活に悪い影響を及ぼしている。これ
に対し、国は子育て世帯生活支援特別給付金を実施し、富士宮
市も独自に１万円の経済支援を行う。このことについて、以下
伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

18歳以下の子ども一人につき、１万円の給付を行う根拠
について。

物価高騰は一時的なものではなく、この先も続くと考え
るが、市としての見解はどうか。

年金暮らしの高齢者や生活保護受給者、さらには在宅介
護者なども影響を受けていると思うが、それらの方々への
経済支援は考えているのか。
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